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恒 心

★
石
原
慎
太
郎
知
事
の
後
継
者
と
し
て
東

京
都
知
事
に
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
っ
た

猪
瀬
氏
は
、
知
人
に
付
き
添
わ
れ
て
、
選

挙
直
前
に
徳
州
会
の
創
業
者
徳
田
虎
雄

氏
に
会
い
に
行
っ
た
。
そ
の
時
「
知
事
に

立
候
補
し
ま
す
。
物
心
両
面
で
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
頭
を
下
げ
た
に
違
い
な
い
。
★
選
挙
前
に
金
を

受
け
取
っ
た
な
ら
、
そ
の
金
の
使
途
は
当
然
選
挙
費
用

で
あ
る
。
徳
田
氏
は
猪
瀬
氏
に
将
来
の
生
活
費
の
一
部

に
使
っ
て
欲
し
い
と
渡
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
こ
は
魚

心
あ
れ
ば
水
ご
こ
ろ
で
あ
る
。
猪
瀬
氏
は
、
親
切
な
人

が
い
る
も
の
だ
と
感
心
し
た
と
と
ぼ
け
た
こ
と
を
言
っ

て
い
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
誰
も
信
用
し
な
い
。
★
記

者
会
見
で
借
用
書
を
振
り
か
ざ
し
て
弁
明
し
て
い
た
が

全
く
空
々
し
い
感
じ
が
し
た
。
都
議
会
に
お
け
る
答
弁

も
し
ど
ろ
も
ど
ろ
、
全
く
説
得
力
が
な
く
、
目
も
う
つ

ろ
で
、
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
。

★
２
０
２
０
年
は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会

で
の
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
世
界
に
好
印
象
を
与
え
た
。
そ
れ
だ
け
に
意
味
不

明
の
5
千
万
と
い
う
多
額
の
金
を
貰
っ
て
い
た
人
が
、

開
催
都
市
東
京
の
知
事
で
あ
る
こ
と
を
世
界
の
人
々
は

許
さ
な
い
。
★
政
府
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
。
都
も
来
年
度
予
算
編
成
が
控
え
て
い
る
。

政
府
、
自
民
党
も
こ
れ
以
上
耐
え
ら
れ
な
い
と
判
断
し

た
の
か
、
早
期
の
退
陣
を
促
す
幹
部
の
発
言
が
あ
い
次

ぎ
、猪
瀬
氏
は
と
う
と
う
知
事
辞
任
の
決
意
を
固
め
た
。

知
事
選
挙
で
430
万
票
以
上
を
獲
得
し
、
圧
勝
し
た
。
徳

田
氏
の
金
が
な
く
て
も
勝
敗
に
関
係
が
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
猪
瀬
氏
に
は
悔
い
が
残
り
、
辞
任
の
決
断
が

遅
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

臨
時
国
会
が
終
わ
っ
た
。
実
質
53
日
間
の
会
期
で
あ
っ
た
。
尖
閣
諸
島

で
の
海
上
保
安
庁
と
中
国
艦
船
と
の
に
ら
み
合
い
、
突
如
発
表
さ
れ
た
中

国
の
防
空
識
別
圏
、
そ
し
て
北
朝
鮮
核
ミ
サ
イ
ル
等
、
日
本
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。
日
本
の
安
全
、
安

心
を
確
立
す
る
た
め
に
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
設
置
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト

の
特
定
秘
密
保
護
法
は
緊
急
を
要
し
、
安
倍
内
閣
に
と
っ
て
臨
時
国
会
で

の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
国
民
の
知
る
権
利
と
の
関
係
で
色
々
と
論
議

の
あ
っ
た
特
定
秘
密
保
護
法
は
、
衆
参
の
特
別
委
員
会
で
十
分
な
審
議
時

間
を
取
り
、
し
か
も
「
維
新
」、「
み
ん
な
」
の
意
見
も
汲
み
入
れ
て
、
法

案
の
修
正
も
し
た
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
こ
の
法
案
に
反
対
す
る
党
は
、

審
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
、
も
っ
と
慎
重
に
疑
問
点
を
解
明
す
る
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
た
。
12
月
5
日
、
参
議
院
の
「
国
家
安
全
保
障
に
関
す

る
特
別
委
員
会
」
で
採
決
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
強
引
な
委
員
会
運
営
、
強

行
採
決
と
非
難
す
る
が
、
野
党
に
配
慮
し
て
十
分
な
質
問
時
間
を
与
え
、

慎
重
で
公
平
な
委
員
会
運
営
で
あ
っ
た
。

特定秘密保護法案を可決する深夜の参議院本会議場

政
府
、
国
民
の
不
安
解
消
に
努
力

特定秘密保護法成立
日本の安全にとって不可欠な法律

特定秘密保護法成立
日本の安全にとって不可欠な法律
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特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立

審
議
時
間
大
幅
野
党
に
充
分
な
配
慮

中国政府一方的に防空識別圏を設定
衆参両院撤回を求める決議

国家安全保障に関する特別委員会で
特定秘密保護法案を採決

特
定
秘
密
保
護
法
を
審
議
し
て
い
た
国
家

安
全
保
障
に
関
す
る
特
別
委
員
会（
中
川
雅
治

委
員
長
）は
12
月
5
日
に
法
案
を
採
決
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
主
党

は
じ
め
、
野
党
会
派
は
中
川
委
員
長
の
議
事
運

営
は
強
引
で
、
独
裁
的
で
あ
る
と
強
く
非
難
し

た
。
中
川
委
員
長
は
温
厚
な
人
柄
で
委
員
会

審
議
も
公
平
、
公
正
に
徹
し
、
出
来
る
限
り
多

く
の
審
議
時
間
を
野
党
に
割
り
振
っ
て
来
た
。

衆
議
院
の
審
議
時
間
の
70
％
を
超
え
る
時
間
を

参
議
院
で
確
保
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お

り
、
採
決
の
時
点
で
の
参
議
院
の
審
議
時
間
は

22
時
間
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
22
時
間
の
内
、

野
党
の
審
議
時
間
は
76
％
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
上
、
参
考
人
の
意
見
陳
述
質
疑
、
地
方
で
の

公
聴
会
も
実
施
済
み
で
あ
り
、
議
会
運
営
上
は

審
議
不
十
分
で
の
強
行
な
議
事
進
行
と
は
言
え

な
い
。
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
に

つ
い
て
の
問
題
点
は
出
尽
く
し
て
お
り
、
こ
の

法
律
の
運
用
す
る
上
に
お
い
て
の
国
民
の
懸
念

に
つ
い
て
は
、
出
来
る
だ
け
不
安
を
払
し
ょ
く

す
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
安
倍
首
相
は
再
三
答

弁
し
て
い
る
。
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国
家
安
全
保
障

会
議
と
一
体
に
な
っ
た
特
定
秘
密
保
護
法
は
急

11
月
23
日
、
中
国
政

府
は
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島

を
含
む
東
シ
ナ
海
上
空

に
、
突
然
一
方
的
に
防
空

識
別
圏
を
設
定
し
た
。
中

国
政
府
は
圏
内
を
飛
行
す

る
民
間
航
空
機
に
飛
行
計

画
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
て
き
た
が
、
日
本
政
府

は
こ
の
要
求
を
拒
否
し

た
。
日
本
の
領
空
に
識
別

圏
を
設
定
し
た
中
国
政
府

に
対
し
て
、
衆
議
院
、
参

議
院
は
全
会
一
致
で
、
中

国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
設

定
に
抗
議
し
撤
回
を
求
め

る
決
議
を
採
択
し
た
。

危
険
な
行
為
で
あ
る
。

今
回
の
中
国
政
府
の
発
表
に
対
し
て
は
、
我
が
国

は
も
と
よ
り
、
諸
外
国
か
ら
懸
念
や
抗
議
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。
中
国
政
府
は
こ
の
よ
う
な
世
界
の
声

に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
責

任
あ
る
理
性
的
な
行
動
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

本
院
は
、
中
国
政
府
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更

の
試
み
は
断
固
容
認
せ
ず
、
我
が
国
の
主
権
を
侵
害

す
る
無
謀
か
つ
危
険
な
措
置
に
対
し
て
、
厳
重
に
抗

議
し
、
公
海
上
の
飛
行
の
自
由
を
制
限
す
る
一
切
の

措
置
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

政
府
は
、
国
際
社
会
、
国
際
機
関
と
緊
密
に
連
携

し
、
我
が
国
周
辺
の
平
和
と
安
定
を
維
持
し
、
も
っ

て
国
家
主
権
と
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
、
必

要
な
措
置
を
取
る
べ
く
全
力
を
傾
注
す
べ
き
で
あ
る
。

右
決
議
す
る
。

［
決
議
文
要
旨
］

中
国
政
府
は
、
東
シ
ナ
海
上
空
に
防
空
識
別
圏

を
設
定
し
た
。
こ
の
防
空
識
別
圏
内
に
お
い
て
我

が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
の
領
空
を
あ

た
か
も
「
中
国
の
領
空
」
で
あ
る
か
の
ご
と
く

扱
っ
て
い
る
こ
と
は
、
到
底
容
認
で
き
な
い
。
中

国
政
府
は
、
防
空
識
別
圏
の
大
半
が
公
海
上
に
設

定
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
際
社
会
の
一

般
的
な
慣
行
に
反
し
、
あ
た
か
も
自
国
の
領
空
と

同
様
の
強
制
力
を
他
国
の
航
空
機
に
及
ぼ
す
旨
表

明
し
た
。

か
か
る
一
方
的
な
措
置
は
国
際
社
会
の
普
遍
的

な
ル
ー
ル
で
あ
る
、
公
海
上
空
に
お
け
る
飛
行
の

自
由
を
不
当
に
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
を
脅
か
し
か
ね
な
い

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
権
を
担
っ
た
民
主

党
は
そ
の
重
要
性
を
百
も
承
知
で
い
な
が
ら
、

委
員
会
、
本
会
議
で
の
採
決
に
加
わ
ら
な
い
と

は
、責
任
あ
る
政
党
の
と
る
べ
き
途
で
は
な
い
。

参
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別

委
員
会（
林
久
美
子
委
員
長
）に
所
属
す
る
各
会

派
の
理
事
7
人
が
12
月
17
〜
18
日
、
実
情
調

査
の
た
め
北
海
道
根
室
市
、
別
海
町
、
中
標

津
町
を
訪
問
し
た
。
先
ず
北
方
4
島（
歯
舞
群

島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）を
遠
く
に

望
む
納
沙
布
岬
に
行
き
、
4
島
周
辺
水
域
で
の

厳
し
い
日
本
漁
船
の
操
業
の
説
明
を
聞
き
、
次

い
で
北
方
領
土
に
か
っ
て
居
住
し
て
い
た
人
達

や
行
政
関
係
者
等
と
意
見
を
交
わ
し
た
。
北
方

領
土
が
ロ
シ
ア
に
占
拠
さ
れ
て
か
ら
、
68
年
の

歳
月
が
経
過
し
た
。
1
万
7
千
人
い
た
元
島
民

も
、
今
や
生
存
者
は
7
千
人
に
減
っ
た
。
元
島

民
は
長
い
年
月
、
北
方
領
土
の
返
還
運
動
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
返
還
は
実

現
出
来
て
い
な
い
。
懐
か
し
い
郷
土
の
土
を
踏

み
た
い
と
い
う
元
居
住
者
の
気
持
ち
が
痛
い
ほ

ど
伝
わ
っ
て
き
た
。
北
方
領
土
問
題
は
日
本
国

家
、
日
本
人
全
体
が
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が

参
議
院
沖
北
特
別
委
員
会
委
員
派
遣

北
方
領
土
及
び
隣
接
地
域
の
実
情
調
査

あ
る
。
そ

の
重
要
性

は
尖
閣
諸

島
、
竹
島

問
題
の
比

で
は
な
い
。
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麻生財務大臣に決議書を手渡す。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

自
民
党
府
会
補
欠
候
補
決
ま
る

宇
治・久
世
藤
山
裕
紀
子
、
城
陽
園
崎
弘
道

郵
便
局
の
新
た
な
利
活
用
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

財
務
、
総
務
大
臣
に
決
議
書
を
手
渡
す

藤山裕紀子さん園崎弘道氏

昨
年
4
月
、
自・
公・
民
の
3
党
合
意
で
改
正

郵
政
民
営
化
法
が
成
立
し
た
。
民
営
化
に
な
っ

て
も
、
郵
便
局
は
地
方
の
住
民
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
身
近
な
存
在
で
あ
る
。
郵
便
局

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
、
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
が
盤

石
な
経
営
基
盤
を
築
き
、
企
業
価
値
を
高
め
て

ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
日
本

郵
政
株
式
会
社
の
株
式
売
却
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
収
入
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
財
源
に
当
て

年
末
、
消
防
団
員
は
、
毎
晩
遅
く
ま
で
歳
末

警
戒
活
動
を
し
て
い
る
。
昼
間
の
勤
務
で
疲
れ
て

い
る
の
に
寒
い
中
、
頑
張
っ
て
い
る
団
員
に
は
頭

の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

消
防
団
員
は

○
消
防
署
に
勤
務
す
る
消
防
職
員
と
は
異
な
り
、

他
に
生
業
を
持
ち
な
が
ら
「
自
ら
の
地
域
は
自

ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
い
て
、
消
防

活
動
を
行
う
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
。

○
火
災
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
自
宅
や
職

場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ
け
て
消
火
・
救
助
活
動

を
実
施
し
て
い
る
人
で
あ
る
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
、
消
防
団
は
安
全
、
安

心
の
た
め
に
非
常
に
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
消
防
団
員
が
自
ら
の

ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
新
規
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
、
経
営
内
容
を
良
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
前
途
に
は
、
多
く
の
課

題
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
政
治
の
場
で
解
決
す

る
必
要
が
あ
る
。
郵
便
局
問
題
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
郵
便
局
の
新
た
な
利
活
用
を
推

進
す
る
議
員
連
盟
」
で
は
、
次
の
事
項
を
実
現

す
る
た
め
に
、
決
議
書
を
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
、

新
籐
義
孝
総
務
大
臣
に
手
渡
し
た
。

記

一
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
か
ん
ぽ
生
命
保
険
が

日
本
郵
便
に
支
払
う
委
託
手
数
料
に
係
る
消

費
税
の
非
課
税
措
置

命
を
犠
牲
に
し
て
、
人
命
救
助
に
当
た
っ
た
こ
と

は
、
記
憶
に
新
し
い
。
さ
ら
に
近
年
、
水
害
・
土

砂
災
害
、
豪
雪
等
で
消
防
団
の
出
動
が
増
え
て
い

る
。
そ
の
上
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地

震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
地
域
防
災
力
の

中
核
と
し
て
の
消
防
団
へ
の
期
待
が
益
々
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。
し
か
し
昨
今
、
消
防
団
員
の
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
以
前
、
団
員
の
大

多
数
は
自
営
業
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
70
％
が
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
29
年
に
200
万

を
超
え
て
い
た
団
員
数
は
、
平
成
24
年
に
は
87
万

に
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
消
防
の
将
来
に
危
機

意
識
を
持
っ
た
自
民
党
消
防
議
員
連
盟
の
有
志
が

中
心
と
な
っ
て
、
消
防
団
へ
の
加
入
促
進
、
消
防

団
の
活
動
の
強
化
を
目
的
と
し
た
「
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法

律
」
を
議
員
立
法
で
成
立
さ
せ
た
。
法
律
の
主
な

内
容
は
①
国
家
、
地
方
公
務
員
が
消
防
団
に
加

一
、
か
ん
ぽ
生
命
保
険
の
学
資
保
険
改
定
等
、

新
規
業
務
の
早
期
認
可

一
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
か
ん
ぽ
生
命
保
険
の

限
度
額
制
度
の
見
直
し

入
す
る
時
は
、
業
務
の
支
障
が
な
い
時
に
は
こ
れ

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
事
業
者
は
従
業

員
が
消
防
団
活
動
を
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
出

来
る
だ
け
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
、
消
防
団
員
の
処
遇
の
改
善

を
図
る
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
④
国
、
地
方
公
共
団
体
は
消
防
団
の

活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
に
装
備
の
改
善
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

法
律
案
は
12
月
5
日
の
参
議
院
総
務
委
員
会
で

審
議
、
採
決
さ
れ
た
が
、
共
産
党
を
除
く
野
党
会

派
は
欠
席
、
翌
日
の
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
が
、

民
主
党
を
除
く
全
会
派
が
賛
成
し
て
可
決
成
立
し

た
。
民
主
党
は
本
会
議
に
出
席
し
て
い
た
が
、
採

決
に
棄
権
し
た
。
民
主
党
議
員
も
年
末
に
は
、
消

防
団
の
激
励
訪
問
を
す
る
筈
で
あ
る
が
、
団
員
達

に
対
し
て
ど
う
説
明
す
る
の
か
、
今
回
の
民
主
党

の
対
応
は
全
く
理
解
が
出
来
な
い
。

来
年
4
月
の
京
都
府
知
事
選
挙
と
同
時
に
行

わ
れ
る
宇
治
、
久
世
郡
選
挙
区
、
及
び
城
陽
市

の
府
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
候
補
者
が
、
12
月

21
日
に
開
か
れ
た
自
民
党
府
連
選
挙
対
策
委
員

会
で
正
式
に
決
定
し
た
。
宇
治
市
・
久
世
郡
の

候
補
者
藤
山
裕
紀
子
さ
ん（
36
）は
宇
治
市
生
ま

れ
、
府
立
兎
道
高
校
、
龍
谷
大
学
卒
業
後
、
同

志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
学
研
究
科
を
終

了
、
現
在
自
民
党
京
都
府
連
の
事
務
局
に
在
職

中
、
城
陽
市
の
候
補
者
園
崎
弘
道
氏（
33
）は
、

私
立
三
田
高
校
か
ら
神
戸
大
学
経
営
学
部
卒

業
、
平
成
19
年
4
月
に
城
陽
市
会
議
員
に
初
当

選
、
現
在
2
期
目
の
現
職
議
員
。
両
選
挙
区
と

も
民
主
党
が
強
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
厳
し
い

戦
い
が
予
想
さ
れ
る
が
、
2
人
と
も
若
く
て
優

秀
で
あ
る
だ
け
に
、
自
民
党
関
係
者
の
期
待
も

大
き
い
。

消
防
団
を
強
化
す
る
法
律
が
制
定

民
主
党
　
法
案
の
採
決
に
棄
権
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一
、
日
本
食
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。
和
食
と
言
え
ば
京
料
理
と
言
い
た

い
が
、
今
日
常
の
家
庭
生
活
の
中
で
、
ど
れ
だ
け

お
ば
ん
ざ
い
が
食
卓
に
の
ぼ
っ
て
い
る
か
と
言
え

ば
、
お
寒
い
限
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
食
育
に

力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
み
ん
な
の
党
が
分
裂
し
た
。
思
っ
た
よ
り
も

多
く
の
議
員
が
党
を
離
れ
た
。
み
ん
な
、
維
新

も
理
念
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
選
挙

区
事
情
で
参
加
し
た
人
が
多
い
。
同
じ
屋
根
の

下
で
何
時
ま
で
続
く
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
と
う

と
う
分
裂
し
た
か
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

一
、
元
宮
崎
県
の
知
事
で
あ
っ
た
東
国
原
衆
議
院

議
員（
維
新
）が
議
員
を
辞
め
て
、
再
度
知
事
選

挙
に
挑
戦
す
る
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。
目
立
ち

た
が
り
の
東
国
原
氏
。
国
会
議
員
よ
り
も
一
国

一
城
の
主
の
方
が
合
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
簡
単
に
思
う
通
り
に
行
く
ま
い
。

一
、
北
朝
鮮
の
ナ
ン
バ
ー
2
で
あ
る
張
成
沢
氏
が

失
脚
し
た
。
正
恩
氏
の
義
理
の
叔
父
で
あ
る
。
ど

ん
な
悪
事
を
働
い
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
い
と
も

簡
単
に
粛
清
し
、
張
氏
は
じ
め
そ
の
側
近
た
ち

を
残
忍
な
方
法
で
処
刑
す
る
と
は
、
な
ん
と
も

空
恐
ろ
し
い
国
で
あ
る
。

一、ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
言
え
ば
我
々
の
世
代
に
と
っ

て
は
、
憧
れ
の
人
で
あ
り
、
随
分
と
刺
激
を
受
け
た

人
で
あ
る
。
大
統
領
就
任
演
説
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
、

ダ
ラ
ス
で
の
暗
殺
、
そ
し
て
葬
列
で
の
幼
い
2
人
の

遺
児
。
そ
の
後
50
年
が
経
っ
て
愛
娘
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン

が
駐
日
大
使
に
赴
任
し
た
。感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

初
め
て
の
臨
時
国
会
を
終
え
て

国家安全保障に関する特別委員会で
質問する二ノ湯武史議員

え
と
す
読
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
参
議
院

議
員
の
二
之
湯
武
史
で
す
。
私
は
、
10
月
15
日

よ
り
、
当
選
後
初
め
て
の
本
格
的
な
国
会（
53

日
間
）を
経
験
し
ま
し
た
。
文
教
科
学
委
員
会
、

議
院
運
営
委
員
会
、
拉
致
問
題
に
関
す
る
特
別

委
員
会
、
そ
し
て
今
国
会
で
最
も
議
論
の
白
熱

し
た
、
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
特
別
委
員
会

に
所
属
を
し
、
2
回
の
質
問
に
立
つ
チ
ャ
ン
ス

も
得
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

今
国
会
で
は
、
重
要
法
案
が
目
白
押
し
で
し

た
。
特
に
、
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
法
案
、
秘
密
保
護

法
案
は
、
今
の
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
、

安
全
保
障
環
境
を
考
え
る
と
、
一
刻
も
早
く
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
重
要
な
法

案
で
し
た
。
政
府
・
与
党
の
責
任
と
し
て
早
期

の
法
案
成
立
を
目
指
す
一
方
で
、
国
会
で
の
議

論
を
深
め
国
民
へ
の
説
明
を
し
っ
か
り
果
た
す

こ
と
も
同
時
に
大
切
で
す
。
今
回
は
会
期
が

短
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
法
案
へ
の
誤
解
を
十

分
に
解
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
報

道
で
は
、
与
党
に
お
ご
り
が
あ
る
の
で
な
い
か
、

高
い
支
持
率
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
の
批
判
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
そ

う
い
う
観
点
か
ら
も
真
摯
に
反
省
し
、
引
き
続

き
国
家
国
民
の
た
め
政
治
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
も
、
着
実
に
経
験
を
積

ん
で
、
国
家
の
お
役
に
立
て
る
政
治
を
目
指
し

て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

参
議
院
議
員　

二
之
湯
　

武
史（
滋
賀
県
選
挙
区
）

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー

第27回　伊勢神宮初詣

参加ご希望の方は早急にお申込みください。

◇旅 行 日　平成26年1月13日（月・祝）

◇会　　費　8,000円

「日本真生塾」　例会のお知らせ

第39回 平成26年1月27日㈪　
18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　　　　（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）

日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

内容・年会費など詳しくはFacebookページをご覧ください。。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

来
年
一
月
号
は
、休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寒
さ
厳
し
き
折
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
ほ
ど

新
し
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。


